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 特 集 資源リサイクル業
プラスチック製
容器包装のリサイクル



プラスチック製容器包装は、他の資源物に比べるとあまり分別が進んでいません。
分別の基準が複雑で判断が面倒だと思われていたり、燃やすごみとして出しても
よいと誤解されている場合などがあるようです。そこで今回は、プラスチック製
容器包装のリサイクルについて特集します。プラスチック製容器包装の基礎知識
から実際のリサイクル現場レポートまで、さまざまな角度からご紹介します。

取材協力：横浜市資源循環局、JFE 環境株式会社

 特 集 資源リサイクル業
プラスチック製
容器包装のリサイクル

材質で迷ったらプラに分別してよいが
汚れはできるだけ落とすのが望ましい

プラスチック製容器包装を
分別することになった理由

プラスチック製容器包装（以下、

プラ製容器包装）を資源物として分

別し、リサイクルするようになった

のは1995年（平成7年）からで、そ

れほど昔のことではありません。か

つては「燃やすごみ」として出して

いたことを覚えている人もたくさん

いると思います。資源物としてリサ

イクルするようになった理由は、家

庭から出るごみの量が増え続けた

ためです。当時は、そのまま埋め立

てたり、焼却して灰を埋め立てたり

していたのですが、このままでは数

年で埋立地がなくなるという状況に

なっていたのです。

そこで家庭から出るごみをできる

だけ資源物として再利用し、燃やし

たり埋め立てたりする量を減らすた

め「容器包装リサイクル法（容リ法）」

が制定されました。この法律は、商

品を入れたり包んだりするもので、

中身を取り出したあとは不要になる

「容器」と「包装」をリサイクルす

るように定めています。

容リ法の対象となる容器包装は

「ガラスびん」「ペットボトル」「紙

製容器包装」「プラスチック製容器

包装」「アルミ缶」「スチール缶」「紙

パック」「段ボール」の8種類。こ

のうち、「ガラスびん」「ペットボト

ル」「紙製容器包装」「プラスチック

製容器包装」の4種類は、それを製

造している企業が費用を負担してリ

サイクルしなければならないと定め

ています。「アルミ缶」「スチール缶」

「紙パック」「段ボール」は、この法

律ができる前からすでにリサイクル

されており、資源物として取引され

ていたため、そのような義務は定め

られていません。

同じ材質の容器包装でも
使われ方で分別が異なる

容リ法のプラ製容器包装の定義で

すが、簡単に言うと「保護や固定の
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ために商品を入れたり、包むもので、

中身の商品が消費されるか、分離

されると不要になるもの」です。ポ

イントは「商品を入りたり、包むも

の」というところ。刺身を包んでい

たラップやトレイ、シャンプーのボ

トルやポンプ、お菓子の外袋や小袋

など、さまざまなものが該当します。

ところが、スーパーで購入した

刺身を包んでいたラップはプラ製容

器包装になりますが、ラップそのも

のを購入し、自宅で使ったときには、

容リ法のプラ製容器包装の定義に

は当てはまりません。包んでいた物

が商品ではないからです。ラップの

材質に違いはないのに、使われ方に

よって、資源物になったり、燃やす

ごみになったりするわけです。この

あたりが混乱を招く原因であり、分

別がよくわからないと言われる理由

のひとつと言えます。

容リ法は、それを製造したメー

カーがリサイクルにかかる費用を負

担するように定めています。そのた

め、メーカーが費用を負担してい

ないものは、リサイクルの対象外と

なるわけです。厳密に法律に従えば、

リサイクルの専門家でも迷ってしま

うケースがあることも確かです。し

かし、同じ材質のラップに違いはな

く、見分けもつきません。できるだ

け多くの資源物をリサイクルすると

いう視点から言えば、あまり杓子定

規に考えず、リサイクルできるもの

はどんどん資源化を進めていけるよ

う、柔軟に対応していきたいものです。

回収からリサイクルまで 
意外に多く工程がある

家庭から資源物として出されたプ

ラ製容器包装が、再生品としてリサ

イクルされるまでの大まかな流れが

図1になります。

家庭から回収されたプラ製容器包

装は「中間処理事業者」に集められ

ます。ここで混入している異物を取

り除き、圧縮梱包して、ベールと呼

ばれる圧縮梱包品に加工します。こ

のベールはリサイクル事業者に運ば

れ、製品を作るための原材料に加

工されます。具体的には、ベール内

に混入していた異物を取り除き、洗

浄したあと砕いてフレークにしたり、

熱を加えて固めたペレット状にした

りして、「材料リサイクル」のため

の原料にします。ほかに、ベールか

ら金属類を取り除いたあと、熱を加

えて小さな棒状にして「ケミカルリ

サイクル」の原料にも加工されます。

加工された2種類の原料は、それ

ぞれ専門の製造メーカーに送られ

ます。「材料リサイクル」の原料は、

プラスチック製の板、棒、杭、擬木、

再生樹脂などの製品に加工されます。

一方の「ケミカルリサイクル」の原

料は、製鉄所で使用する炭の代替

品となるコークス炉化学原料になっ

たり、コークスの代わりの還元剤と

して利用されたりします。ほかにも

化学的に分解し、油化して燃料にし

たり、ガス化して水素や一酸化炭素

などを取り出し、水素、メタノール、

アンモニアなどの化学品になります。

横浜市の年間回収量は 
約5万1千トンを維持

横浜市のプラ製容器包装のリサイ

クルの実績はグラフ1のようになっ

ています。収集量は2009〜2015

年度まで約5万1千トン前後で、ほ

とんど変動はありません。これは、

皆さんの家庭からプラ製容器包装と

して分別される量にあまり増減がな

いということでもあります。同様に、

図1：プラスチック製容器包装のリサイクルの流れ グラフ1：	横浜市のプラスチック製容器包装の
	 リサイクル実績
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回収されたプラ製容器包装が資源化

された量にも大きな変化はありませ

ん。回収量に対する資源化された割

合は約93〜94％で、常に9割以上

が資源化されています。以前の号で

紹介したのですが、プラ製容器包装

の分別率は、95％を超える缶やび

ん、ペットボトルと比べると約63％

と高くありません。しかし、分別回

収された量と資源化された量の推移

だけを見ると毎年、安定してリサイ

クルされていることがわかります。

中間処理事業者は 
手作業で異物を取り除く

ここからは、プラ製容器包装をリ

サイクルする実際の現場をご紹介し

ます。取材協力していただいたJFE

環境株式会社は、図1の中間処理事

業者にあたります。この工場は、横

浜市民約200万人が住むエリアを担

当し、年間約2万8千トンのプラ製

容器包装を処理しています。工場は

平日24時間体制で稼働していて、1

日に回収車130台、約90トンのプ

ラ製容器包装が搬入されています。

作業工程は図2のようになります。

回収車が運んできたプラ製容器包装

は、「受入貯留ヤード」に降ろされ

ます。土曜日の夜間と日曜日は工場

が休業していますが、横浜市の回収

は土曜日もあるため、その回収分な

どが一時的に保管されます。約300

トンの容量がありますが、年末年始

など回収量が増える時期には一杯に

なってしまうそうです。

受入貯留ヤードからローダーと

いうショベルカーのような機械でビ

ニール袋などに入っているプラ製

容器包装をすくい取り、「受入ホッ

パー」に投入していきます。ここか

らビニール袋を破って中身を出す

「破袋機」に送られます。この工場

には一般的な袋を破る破袋機と、そ

の破袋機を潜り抜けてしまった小さ

な袋を破るための小袋破袋機の2種

類の破袋機が設置されています。

破袋機で袋から出たプラ製容器包

装は、コンベヤによって粗選別機に

送られます。これは大きな「ふるい」

のような機械で、重さで自動的に選

別をします。ここで異物である「可

燃物」が取り除かれ、ペットボトル

などの「ボトル系プラスチック」と

包装袋などの「フィルム系プラス

チック」に分けられ、それぞれの手

選別工程に進みます。

手選別の工程は、コンベヤを流れ

るプラ製容器包装の中から人の手に

よって異物を見つけ出し、除去しま

す。「ボトル系プラスチック」の手

選別では、「可燃物（紙類、汚れたプ

ラ製容器包装など）」「缶・びん・ペッ

トボトル」「不燃物（ガラス類）」「金

属類」などを除去。破袋機で破れな

かった未破袋もここでピックアップ

して、小袋破袋機に戻します。「フィ

ルム系プラスチック」の工程では「可

燃物」を取り除きます。

こうして異物が取り除かれたプラ

製容器包装は、プラスチック圧縮

梱包機でベール（圧縮梱包品）になり、
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図2：プラスチック製容器包装の中間処理の流れ
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このベールをさらに加工するリサイ

クル事業者に出荷されるのです。

汚れたプラ製容器包装は
品質調査で異物と判断

中間処理事業者が選別し、圧縮加

工したベールは、リサイクル事業者

の原料となるため、その品質を定期

的に調査し、判定しています。

ベールの品質調査は、3つのベー

ルから各20kg以上を無作為に抽出

した計60kg以上のサンプルを対象

に3項目をチェックします。1つは

「容器包装比率評価」。これは、サン

プルから異物を取り除いたプラ製容

器包装の比率を調べるもの。90％以

上がＡ評価となります。2つ目は「破

袋度評価」です。サンプル内に未破

袋がいくつあるかを確認するもので、

12個未満がＡ評価です。3つ目は

「禁忌品評価」で、「ライター、刃物、

乾電池、注射針」など、混入しては

いけないものがあるかないかを確認

します。なければＡ評価ですが、１つ

でも見つかればＤ評価になります。

この品質調査で重要なのが「容器

包装比率評価」です。プラスチック

製容器包装以外の異物を確認するの

ですが、実は「汚れたプラスチック

製容器包装」もチェックしています。

異物と判定されるケースには、「全体

が汚れている」「中身が残っている」

「口の付近に内容物が付いて周囲を

汚す可能性がある」などがあります。

プラ製容器包装を出すときに、ケ

チャップや歯磨きチューブなどは、

「中身を使い切り、洗えるものは軽

くすすいでください」とお願いして

います。その理由は、ここにあるの

です。せっかく分別して出しても汚

れていると異物と判定され、焼却処

分になってしまうわけです。

皆さんの家庭でも積極的なプラ製

容器包装の分別と汚れのチェックを

ぜひお願いいたします。

Yahoo!ショッピングの「りくみリサイクル製品」サイトをご利用ください!

●お問い合わせ・ご注文……横浜市資源リサイクル事業協同組合  事務局
　TEL：045-444-2531　E-mail：mail@recycledesign.or.jp

リサイクル組合の再生商品は、Yahoo!ショッピングの「りくみリサイクル製品コーナー」でも
購入できます。取扱商品は、❶シングルセット、❷りくみのトレペ、❸小結くん（紙ひも）、
❹ダブルセット、❺ハイブリッドロールプレミアム（ダブル）の5商品です。
クレジットカード決済が可能で、Tポイントも使えてお得です！

店舗URL http://store.shopping.yahoo.co.jp/rikumi-store/

Yahooショッピングの
検索窓から

「りくみの製品」
で検索
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異物として取り除かれた可燃物。
これらは焼却処分される。

受入貯留ヤード。年末年始の時期には手前の
空いたスペースまで一杯になってしまう。

工場の全景。右奥に受入貯留ヤードや受入ホッ
パーがあり、手前にコンベヤで流れてくる。

小袋破袋機。右側に普通の破袋機があり、コ
ンベアで粗選別機に運ばれていく。

2階の手選別工程で除去した異物
は、1階の専用コンテナに入る。

手選別工程では、プラ製容器包装
の中から手作業で異物を取り除く。

ストックヤードに積み上げられた
ベール。これから出荷される。
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ク
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今月から、残ってしまった料理を材料
にして別の料理に作り変えるリメイク
料理編をお届けします。今回は残った
ひじきの煮物を五目いなりずしとがん
もどきにリメイクします。

今月の残りもの料理

五目いなりずし

❶温かいご飯にすし酢を合わせ、ひじきの煮物、
ガリしょうが、いりごまを入れてさっくりと混ぜる。

❷いなり揚げを開いて上部を少し中に折り込み、
❶のご飯を⅛�䂍  ずつ軽くにぎって入れたら、形を
整える。　

ひじき煮入りがんもどき

❶木綿豆腐はキッチンペーパーにくるみ、お皿で
重石をして水切りをしておく。

❷❶の豆腐を崩し、卵、片栗粉、小口切りにした
細ねぎ、塩を加え混ぜ合わせる。

❸一口大に丸め、低めの温度（160 〜 170℃）
の油に入れて、色がついたら180℃に温度を上
げてカラッと揚げる。

❹からし醤油かしょうが醤油をつけていただく。

材料（8個分）
●ひじきの煮物…適量（大さじ2～3程度）
●細ねぎ…2本
●木綿豆腐…½  丁（150～200ｇ）
●卵…½  個
●片栗粉…大さじ1
●塩…少々
●揚げ油…適量

ひじきの煮物

材料（8個分）
●ひじきの煮物……適量（大さじ2～3程度）
●いなり揚げ（市販）……8枚
●ガリしょうが（きざんだもの）……大さじ2
●すし酢……大さじ2
●ご飯……1合
●いりごま…大さじ1



月
刊
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン

本
誌
は
古
紙
70％

の
再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い
NonV

O
C
イ
ン
キ
、

油
性
イ
ン
キ
「
SO
Y
A
-e
シ
リ
ー
ズ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

2016年
4月
号
　
通
巻
257号

　
2016年

3月
25日

発
行
　
発
行
人
：
髙
田
哲
二
　
編
集
人
：
藤
本
達
也
　
印
刷
：
太
陽
印
刷
工
業
株
式
会
社
　
発
行
部
数
：
82,300部

発
行
所
：
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
　
〒
2
2
1
-0
0
5
4　
横
浜
市
神
奈
川
区
山
内
町
1
3番
地
　
TEL：

0
4
5（
4
4
4）2
5
3
1／
FA
X：
0
4
5（
4
4
4）2
5
3
2
  

リサイクル組合が主催している事
業「環境絵日記」の活動が、２月
16日（火）、17日（水）に日経ホール
で開催された「低炭素杯2016」の
企業部門において、ニトリ最優秀夢・
未来賞を受賞しました。
「低炭素杯」とは、全国各地の団
体が実施しているさまざまな温暖化
防止の取組みや事業の中から、対策
モデルとなるような優れた活動を選
考し、表彰するコンテストで、今年
で５回目を迎えます。今回は、全国

1,993団体の中からファイナリスト
38団体が選ばれ、環境大臣賞グラ
ンプリほか、各賞が授与されました。
当日に行ったリサイクル組合の最
終のプレゼンテーションでは「小学
生のアイデアを社会課題の解決に役
立てる！『環境絵日記』」と題して、
データ化した環境絵日記をインター
ネット上で公開し、“ＣＯ２を削減す
る”、“自然を増やす”、“エコなエ
ネルギーを活用する”といった子ど
もたちの社会に対する提言を発信し

環境絵日記が「低炭素杯2016」で
ニトリ最優秀夢・未来賞を受賞

３月２日(水)、磯子区内にある
森南町内会のごみ集積場所において、
横浜市資源循環局磯子事務所による
「優良集積場所」の感謝状贈呈式が
行われました。
「優良集積所」の選定と感謝状の
贈呈は、横浜市内でも磯子区が初の
試みであり、今回はその第１号とな
ります。きれいなごみ集積所を増や
すため、ごみの分別や集積場所の清
掃等を積極的に取り組まれている集
積場所を表彰するこの取組みは、日

ごろ資源物を回収する私たちリサイ
クル組合にとっても、非常に深い関
係があります。資源物を出していた
だく住民の皆様と、それを回収する
リサイクル組合の組合員が直接関わ
り合う大切な接点となるのが集積場
所だからです。
集積場を通じて、自治会・町内会
の皆さまと触れ合う組合員にとって、
集積場の美醜は住民の皆さまと同じ
くらい重要であり、容易に見過ごせ
ない問題でもあります。リサイクル

磯子区において「優良集積場所」の
感謝状贈呈式を開催

ていることをアピールしました。
今後も「環境絵日記」の活動の応
援をよろしくお願いいたします。

組合としても、皆さまとともに少し
でもきれいな街づくりのお手伝いが
できればと思っています。

　　今月の表紙は、泉区下和
泉連合町内会環境推進委員から
4名の方にご登場いただきまし
た。下和泉連合町内会は和泉町
内にある７つの町内会の連合町
内です。撮影では、お互いに名
前で呼び合ったり、近隣の住民

の方と気軽に会話したりと、非
常にコミュニケーションが親密
な様子がうかがわれました。
町内会が取り組んでいる早朝
啓発活動では、各集積場を廻り、
ごみと資源物の分別チェックを
するそうですが、毎回5 ～ 60

人の方々が参加されるとのこと。
リサイクル組合の「出前講師」
や「山ノ内見学会」も数年前か
ら活用していただいており、3
月の「出前講師」でも積極的に
質問をいただくなど、3Rに熱
心に取り組んでいます。

住民同士が親密で、環境推進にも積極的な町内会

泉区下和泉連合町内会
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　　今月の表紙は、泉区下和

表紙に登場！
今月の町内会


